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生涯にわたる豊かなスポーツライフの構築

体力の向上
2019年度重点課題　柔軟性・投力

運動好き 運動習慣の
定着

体力アップチャレンジ協議会

有識者による取組の検証・改善

指導方法の工夫・改善 組織的な取組 家庭・地域との連携

●授業改善（研修の充実）
●体育授業マイスター
●県レク協による運動遊び
●オリパラ教育の推進
●部活動指導員

●「運動メニュー」の作成
●１校１取組
●ウェブサイトを活用した
　クラス参加型の取組
●新体力向上プログラム

●学校体育通信
●出前授業
●指導資料の活用
●地域との連携による運動遊
　び等の活動機会の確保
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「合理的配慮」の定義

　障害のある子どもが、障害のない子どもと平等に「教育を受ける権利」を
享有し行使することを確保するために

・学校の設置者及び学校が行う、必要かつ適当な変更及び調整のこと

・障害のある子どもに対し、その状況に応じて、個別に必要とされるもの

・学校の設置者及び学校に対して、均衡を失した又は過度の負担を課さないもの

※　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（通称「障害者差別解消法」H28.4.1 施行）
　により、学校の設置者及び学校には、負担になり過ぎない範囲で、障害のある子どもに対する「合
　理的配慮」を行うことが求められるようになりました。
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学校や社会教育関係団体等
の AFPY に関する講座の支援

「チャレンジ」「クエスト」

各プログラムの実施

山口県野外教育活動

指導者研修会

AFPY だより
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持続可能な学校の指導・運営体制の構築
教職員のワーク・ライフ・バランスの実現

●

●

平成２９年度からの３年間で教員の時間外勤務時間を３０％削減

地域、保護者
関係団体

市町教委
学校連携 連携

柱1　業務の見直し・効率化 柱2　勤務体制等の改善 柱3　学校支援人材の活用
①事業・校務等の総点検と精選
②統合型校務支援システムの導入
③校務支援ツールの改修・活用促進
④学校・教師が担う業務の在り方の
　整理

⑤勤務時間管理の適正化
⑥意識改革を図る研修の充実
⑦部活動の在り方の整理
⑧留守番電話の導入
⑨メリハリのある働き方の
　ルール化

⑩学校業務支援員の配置
⑪地域連携活動支援員の配置
⑫部活動指導員の配置
⑬地域連携教育アドバイザー
　の活用

「山口県　学校における働き方改革加速化プラン」　３つの柱・１３の取組
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GHプロジェクト
推進委員会

　いじめ等の問題
行動や不登校等の
現状分析

　「心理教育プログ
ラム」の検証及び改
善

　「SOSの出し方に
関する教育」等の取
組に係る指導教材・
指導の在り方等の
検討

○

○

○

新 専門家による心の教育

連携
連携

「心理教育プログラム」
★　グループエンカウンター
★　ソーシャルスキルトレーニング
★　ストレス・アンガーマネジメント
★　SOSの出し方に関する教育
★　ライフスキルトレーニング

家庭・地域の教育活動

学校の教育活動

●教科学習・特別活動等
○ ボランティア・社会体験活動
○ 児童生徒会活動
○ AFPY等を活用した人間関係づくり
○ 道徳・人権教育の推進
○ 読書活動の充実

●家庭教育・地域教育
○ 親子のふれあい・三世代交流
○ やまぐちふるさと子どもサミット
○ 地域未来塾
○ やまぐち教育応援団

●生徒指導・教育相談
○ 開発的・予防的生徒指導
○ きまり・ルールの遵守
○ 情報モラル教室
○ 個人面談・カウンセリング
○ Fit等生活アンケートの活用

GHプロジェクト推進委員会

運営委員会・いじめ対策委員会・職員会議・教科分掌部会等

地
域
協
育
ネ
ッ
ト
協
議
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